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第 19 回  福事研研究大会 

 

平成 28 年 11 月 25 日(金)、福岡市の都久志会館大ホー

ルで、第 19 回福事研研究大会を開催しました。今年度は、

「子どもの豊かな育ちをめざして、学校経営ビジョンの実

現に貢献する学校事務」を大会テーマに掲げ、午前中は基

調提案で学校事務機能強化検討会議の代表として工藤一

徳氏の説明と記念講演のベネッセ教育総合研究所副所長

（東京大学社会科学研究所客員准教授兼務）木村治生氏の

講演、午後は会場を二つに分け、それぞれのテーマで分科

会を開催しました。 

当日は福岡県教育委員会 桂木俊樹人事管理主事をは

じめとする来賓の方々、県外からの参加者(54 名)、会員及

び県内教育関係者を合わせ409名の参加をいただき盛会の

うちに終了しました。また今回の研究大会に対して全事研

及び九州各県事研からお祝いのメッセージをいただきま

した。お礼を申し上げます。 

◆ 吉備副会長挨拶  

川原会長が所用のため欠席

されましたので、吉備副会長よ

り挨拶がありました。 

本日の研究大会は、午前中に

記念講演として、昨年度の全事

研セミナーにおいてもご講演していただきました、ベネッ

セ教育総合研究所副所長の木村治生様から「企業の取組か

ら学ぶ学校のガバナンス改革―学校事務職員の目標・機能

を考える―」と題してご講演いただきます。そして、午後

からは二つの分科会を設定しています。 

第１分科会では、３名の事務職員が自らの実践を発表し、

福岡県版学校事務の長期ビジョンのキーワードである「専

門性」「協働」「連携」の具体的な展開について発表してい

きます。 

第２分科会では、事例報告と小グループ研修を通して、

将来の事務職員像について考えていただきます。 

なお、本日、福岡県版長期ビジョンを紹介するリーフレ

ットを研究集録とともに、配付しております。先日から、

研究特別委員会のメンバーに大変なご苦労をおかけして

作成していただきました長期ビジョンですが、愛称を募集

した結果、とびうめマップと名付けさせていただいていま

す。今回配付のリーフと長期ビジョンの本文は、福事研の

ホームページにも掲載していますので、各支部の研修等で

活用していただければと思います。 

さて、本年度より、中教審の「チーム学校」答申等を受

けて、県教委により「学校事務機能強化検討会議」が設置

されました。政令市への権限移譲も控えており、県域だけ

の会議にはなりますが、検討内容として事務職員の標準的

職務及び共同実施における事務処理体制の見直し、市町村

教育委員会事務局との連携強化等について、協議・検討を

行う予定計画を立て、今年度中に「中間まとめ」を策定し

て、来年度、「最終報告」を出すことになっています。 

この検討会については、この後で、会議の議長でありま

す、ご存知の元春日市教育部長の工藤議長から、会議の趣

旨などについて、紹介をしていただくことにしています。 

今回の検討会は、福岡県における今後の学校事務を展望

する重要な会議であると考えていますので、福事研として

も研究特別委員がワーキンググループに参加して、今回の

会議に積極的に関わっていくことにしています。 

間もなくこの検討会による実態調査を県域の全学校と

市町村教育委員会に対して実施する予定です。調査物につ

きましては、すでに各支部にメールで依頼しています。全

事研の調査と時期が重なってしまい、申し訳なく思ってい

るところですが、どうかご協力をお願いします。 
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最後に、中教審答申をはじめとして、事務職員に対する

期待がかつてなく大きくなってきているなか、政令市への

給与負担移譲を間近に控えた福岡市と北九州市の事務職

員だけではなく、県内の事務職員にとって、大きな変革の

時期といえるのではないでしょうか。そのような状況の中

で本大会に参加していただいた皆さまとも「連携・協働」

しながら、福事研として、今後とも学校事務の機能強化、

そして学校教育環境のさらなる整備・充実につながる実践

に取り組んでいきたいと考えています。本日は一日、よろ

しくお願い致します。 

◆ 桂木人事管理主事（県教委） 

皆様がご承知のとおり、昨

年末、中教審答申におきまし

て、チ―ムとしての学校、教

職員のあり方についての答申

がされています。 

この中で、コミュニティ・スクールの推進・加速による

地域と学校の連携・協働にむけた改革、そしてさらにはチ

ーム学校に必要な指導体制の整備による学校運営組織の

改革、教職員の資質能力の向上に関する改革という三つの

答申がされ、教員制度の一体化の改革がされているところ

です。そして次世代の学校地域の調整プランも作成されて

います。これらを具体的に推進していくと教職員と学校事

務職員の適切な役割分担というのが大切になってくると

思います。そういう役割分担を行いつつ、学校の組織とし

てのマネジメント力を高めていって、学校と地域を繋ぐ学

校事務職員の役割は、今後益々非常に大きくなっていくも

のと思います。 

また今年度は人事評価の業績評価の試行を実施してお

り、皆様方の環境は大きく変わろうとしています。県教育

委員会におきましても皆様方学校事務職員の方々、そして

市町村教育委員会の方々のご理解を得まして、学校事務職

員の共同実施の体制整備の充実とさらなる促進を行い、今

後も事務機能強化に積極的に取り組んでいきたいと思っ

ております。 

終わりになりますが、今大会が実り多いものになります

よう期待申しあげますとともに、福岡県小中特別支援学校

事務職員研究会の益々のご発展と、皆様方の大きなご活躍

を祈念しまして、ご挨拶とさせていただきます。 

◆ 家宇治会長（市町村教委連絡協議会） 

現在、少子高齢化あるいは

グローバル化、高度情報化等

様々な社会の進展・あるいは変

化が起こっており、それに対応

する学校が問われているとこ

ろです。また学校におきまして、個々の保護者の対応であ

るとか、あるいは学校が地域づくりに果たすその役割を遂

行する、あるいは今問題となっております子どもの貧困問

題対応等の様々な取り組みが増えており、教職員の多忙化

を私たち教育委員会も認識しているところです。そんなな

か、学校の抱える教育課題や運営にそれぞれの教職員の皆

様がそれぞれの持たれる能力を最大限に発揮させるため

の学校に必要な教育相談や家庭支援等についての専門ス

タッフを揃え、新学校として、教育機能の強化が起こって

いるのです。今年学校におきましては、ご存じのとおり次

世代の学校の創世に必要ありきの教職員の配置事実とし

て、平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間を示して

いると言われています。具体的には、特別支援教育におい

て通級指導担当教員の整備、あるいは学力問題対応として

の配当、それと同時に学校の事務職員をはじめとして養護

教諭、栄養教諭などの配置を行い、いわゆる学校指導体制

の基盤整備に努めようということを指示しているのだと

思います。事務職員にあっては特に学校指導体制基盤のな

かにきちんと位置づけていただいて、その専門性をおおい

に発揮し、学校経営・学校教育に参画していただくことを

今後求められていくのではないでしょうか。福岡県市町村

教育委員会連                                             

絡協議会としましては、県教育委員会あるいはこの事務研

究会が行っていらっしゃる学校事務職員の専門性の発揮、

業務の再編を踏まえながら学校長の経営哲学に基づく学

校事務の機能強化について育てていきたいと考えていま

す。国の変化は学校の変化、直に繋がっていることを考え

ながら取り組んでいただきたいと思っている次第でござ

います。 

終わりになりますが、本研究大会が福岡県の学校教育あ

るいは学校運営等の運営に務め励むとともにみなさま方
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の福事研、この研究会が益々の発展を祈念しましてお祝い

の言葉とさせていただきます。 

＜出席いただいたご来賓＞

　福岡県教育庁教育企画部教職員課
　　　　人事管理主事　桂木　俊樹　様

　福岡県市町村教育委員会連絡協議会
　　　　会長　家宇治　正幸　様

　福岡県小学校校長会
　　　　会長　大城　友記　様

　福岡県中学校校長会
　　　　会長　小野　賢司　様

　福岡県教職員互助会
　　　　専務理事　池上　利之　様

　日本教育公務員弘済会福岡支部
　　　　支部長　亀岡　靖　様

 

◆ 学校事務機能強化検討会議について 

学校事務機能強化検討会

議議長である工藤氏より会

議の概要について説明があ

りました。 

今回発足した背景や検討

事項、ワーキンググループによる検討状況についての話で

した。随時、進捗状況につきましては説明があると思われ

ます。 

 

◆記念講演  

「企業の取り組みから学ぶ学校のガバナンス改革」 

 ～学校事務職員の目標・機能を考える～ 

ベネッセ教育総合研究所 副所長 

東京大学社会科学研究所 客員准教授 

木村 治生 氏 

今日は少し企業の事例も取

り入れながら紹介させていた

だければと思っています。 

自己紹介を簡単にさせてい

ただきます。私は今ベネッセ

教育総合研究所で研究にたずさわっています。また、東京

大学でも少しお仕事をさせていただいております。どんな

仕事かというと、主には子どもそれから保護者、学校の先

生方に関する調査研究、実態から明らかにするというよう

な仕事です。最近は、教育もエビデンスでものを語ること

が大事だということが言われていますが、そうした辞書的

な研究をしています。それから立場上研究のマネジメント

です。これは話にも出たガバナンスに関わるような仕事を

しています。 

研究所では、教育現場の状況を

視察したり直接的に支援をした

りしています。それから年間10

本くらい調査研究をし、記者の方々を呼んで発信していま

す。実態の把握というのが、我々の事業にとっても社会的

に発信するということで、役に立てていただくという面で

も非常に重要な役割を担っています。実態を分析すること

がまず私の仕事です。例えば、最近発表のデータからで、

子どもたちの学習時間の推移についてです。1990年から行

っている学習基本調査のデータなのですが、1990年から96

年、2001年と、中2、高2、小5この3学年を対象にしていま

すが、子どもたちの学習の時間がどんどん減っています。

2006年から2015年になるにしたがってどう変わっていっ

たか。結果は、子どもたちの学習時間というのはV字に変

化しています。ただし幾つか注釈があります。特に2006年

の時代、やる子はやるけどやらない子はそのままという幅

の格差が広がったということが一つあります。それから更

に2015年にかけて増えている要因は、学校の宿題です。こ

の回復のほぼ全てを宿題が説明できると言っていいほど、

子どもたちが宿題で学習時間を増すというようなことが

起こっています。 

子どもの時間をどうやって使っていただくかというこ

とでもあるのです。できればメディアの時間をできるだけ

少なくして、例えば少し前向きに勉強に向かっていただく

ということをサポートするためにどうしたらいいかとい

うことを考える上で、この子どもたちの実態というのは非

常に参考になるということです。子どもがどんな生活を送

っているのかとか、どんな内容をどれくらい勉強している

のかとか、どんな意識を持って勉強に向かっているのかと

か、保護者や先生の関わりはどうなのかというようなこと。

保護者に対してもどんなことを重視してどれぐらい影響

を子どもに働き掛けをしているのかということや、先生方

も実際にどんな指導をされているのかということが、やは
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り我々にとって重要なわけです。今、非常に教育が難しい

時代になっているということを、そうした調査活動を通じ

て感じています。かつてであれば、かなり単一の教材で子

どもたちに提供をしていました。しかし、教育の価値とか

目標がかなり多様化していることがあります。家庭の状況

も多様化していますし、子どもたちは忙しいといったこと

や、メディアの環境がかなり変化しているといったような

ことがあります。こうした現状は、もしかしたら学校の今

置かれている状況と共通する部分もあるのかなというふ

うに感じたりもします。そういうことで民間の取り組みな

ども事例に挙げながら、今日は学校ガバナンスをいかに確

立させていくのかっていうことを考える時間したいと思

います。 

今日は大きく三つのパートで考えてまいりました。最初

のパートは、我々の事例をここにあげながら、企業統治を

参考にガバナンスについて考えていただくという場面で

す。これは学校現場の話ではないので、是非今日は皆さん

が日頃されている仕事と重なる部分はどこなのかとか、こ

この部分は違うのねって言ったことを考えながら、少し本

事例を見ていただけるといいかと思います。それを踏まえ

て、学校ガバナンスが十分なのか、今求められていること

は何なのかということを次のパートで考えてみたいと思

います。ここは学校の話を少しさせていただきます。そこ

で、学校事務職員として何をすべきかを考えてみたいと思

います 

それでは、最初のパートに

行きます。ガバナンスを考え

ていくことで企業統治を参

考にというところです。最初

にガバナンスが重要だ、ガバ

ナンスが重要だということは言われるのですが、さあ、ガ

バナンスの語源です。ラテン語で、ガバナーレとか読むの

でしょうか。発音までは分からないのですが、もともとラ

テン語でガバナンスにあたる言葉は何という意味だった

かということです。紀元前にプラトンが国家という書物の

中でこんなことを書いています。これがガバナーレの語源

ということです。一槽の船があります。船主だが、これは

体の大きさや力においては、その船に乗り込んでいる者た

ちの誰よりもまさっているがただ少しばかり耳が遠く、目

も同様に少しばかり近い。そして船のことに関する知識も、

その目や耳と同じようなありさまだ。それから水夫たちだ

が、これは一人一人が、皆我こそがこの船の舵を取るべき

だと思い込んでいて、舵取りの座を巡ってお互い争ってい

る。いやしくも真の意味でひとつの船を支配するだけの資

格を身につけようとするならば、年や季節のこと、空や

星々や風のこと、その他この技術に本来的な関わりのある

全てのことに注意深く研究しなければならないというこ

とが、彼らには全く分かっていない。これは国家になぞら

えています。ガバナーレの意味なのですが、もともとは船

を操舵するとか、航行するという意味があるそうです。船

になぞらえているわけです。航行、操舵に、目的の達成、

安全な航海のためにということで考えると、船長のリーダ

ーシップのもと、航海長、機関長、甲板長、支柱長それぞ

れの領域の責任者が責任をもってメンバーを指導してい

かなければならないわけで

す。先ほどのそのプラトン

の言ったような状況だと、

この船はどうなるでしょう

か。船長のリーダーシップ

がない、それぞれの領域で責任を持つ人たちが十分なこと

をしないというような状況があるとどうなるかというと、

遂行することができず、場合によっては船が沈没すること

もありうる感じです。こうしたガバナンスが重要だという

ことになると、組織のガバナンスが進化したのは、一つ目

は企業の事例です。コーポレートガバナンスの目的という

のは大きく二つあります。一つは企業の目的というのが、

利益の真価を上げ、そして納税をしていくことが目的なり、

収益力を強化することが求められます。このためにガバナ

ンスをきかせて内部を統率、うまく効率よく組織が回るよ

うな仕組みを作らなければいけません。それから二つ目は、

不正の防止です。これはガバナンスの中で、カルスターと

いうような企業がそれにあたるのと思います。きちんと悪

いことをせず効率よく回すというのがガバナンスに求め

られる役割です。ガバナンスがきいていない。」場面があ

ったりしますが、ガバナンスがきいてないってなると、駄

目出しです。目標が曖昧だったり、配慮がいい加減で誰が



- 5 - 

 

いつも何なるのかというのがはっきりしなかったり、指示

や報告連絡相談が曖昧に行われていたり、リスクの管理が

できてなかったりするとこういう言われ方をします。こう

いうことがないように組織としてやっていかなければな

らないということです。例えば、どの部門はどういう役割

なのとか、どの役職の人は意義がある決裁ということです。

何千万円以上の決裁はどこの職階以上を通さないと決裁

しない、そういうことが仕組みとして決められています。

コーポレートガバナンスの特徴ですが、この５点だなとい

うふうに思います。①目標遂行のための特性が強いこと 

②そのルールを職位や権限が明文化されていること ③

監査と情報公開の仕組み化されていること ④部門の役

割機能が明確なこと ⑤それがコンプライアンスとして

重視されているということ 

物事を遂行して決めて遂行

していくというときの話をし

たいと思いますが、実は我々に

とってもそれから学校にとっ

ても恐らくそうですが、横の関係性が結構重要です。それ

では横の関係性とは何でしょうか。学校の中で言うと横の

関係性って、いわゆる同僚性と呼ばれるものです。親やそ

のチームで物事を行っていく時、その同僚性は、目的を遂

行していくうえで非常に重要です。会社にとってもその横

の関係でどう仕組化するのかということは結構ばらばら

です。経営陣の好みのマネジメントスタイルにもよりしま

す。そのどこが重要であるということを認識した上で、今

日はこの話を聞いていただきたいと思います。    

実は、痩せる特定健康保健食品で臨床実験を行い、12週

間飲み続けると、確かにおなかの周りの脂肪が減るという

臨床データなのですが、実はこの続きがあって、やめてし

まうと元に戻ってしまう、たった４週で。つまり何が言い

たいかというと、あるお医者さんから聞いたのですが、楽

しくしてやろうとしてもなかなか効果が出ない。無理して

脂肪を燃焼させるので、かえって太りやすい体質を作って

しまうのではないか。そのまま飲み続ければ効果があるの

ですが、やめてしまうと効果がなくなってしまうわけだか

ら、もしかしたら反動が起こるかもしれないということを

おっしゃっていました。やはり労力かけるほうが健康的に

きっと痩せられます。それと同じように勉強もとにかくど

れだけ動いて効果的にというだけではなくて、いかにその

試行錯誤して頭を使うかということが重要だということ

です。それで、できるだけのそういうコミュニケーション

を取っていかなければと思います。それで研究部門として、

保護者向けに「こういう勉強方法とかパターンは重要で

す。」ということを研究部門の責任として、情報提供して

いく。何を知ろうとするかも重要で、これは社外で掲載件

数の指標としていますが、そういうその指標を持って営業

活動をしています。 

事例のまとめですが、是非、皆さんの仕事と重ね合わせ

ていただければと思います。でもその我々活動するにあた

って、何のためにそれをやるのかということがやはり重要

ということです。教育事業でいうと自ら学ぶ力をどういう

ふうに育成するのかということが重要だなということ。こ

れは共通理解として持っていくということ。そして組織の

機能としてこういう機能を我々は遂行する、だから存在価

値があるのだ、役割を担う、そういう責任があるのだとい

うことを明示すること、そして目標です。それぞれの機能

に数値で示しましたが、こういうことを目標にしながらこ

ういうことを数値として置いてあげながら、活動していく

こと。そしてその背景にあるのは一番下にある専門性にな

ります。そういうことを行う上で必要な指数能力ですね。

これは何なのかということを明らかにしていくというこ

とが重要だと思います。改めて、ガバナンス、縦の指数で

す。縦のほうで重要なことは、目標、機能、どういう役割

を担うのか、そしてそれをどういう仕組みの中で行ってい

くのか。それからＫＰＩと情報公開、実際何を生活情報と

してそれを公開しながら、ちゃんとチェックを受けながら

進めていくのかということ。専門職はやはり自分がどうい

う機能を獲得して、今後成果を上げていくことを表明して

いくということもすごく大事のだと思います。 

ここまでが、企業の事例として紹介をしたところです。

それを踏まえて、次のパートは学校ガバナンスとして、今

求められることは何なのかという話を次の展開でさせて

いただきます。学校ガバナンスって何でしょうか。真中に

授業、生徒、子どもたちがいます。子どもたちがやはり中

心にあるべきだと思います。その中で、学校教育の意思決
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定と業務遂行の枠組みについて関わるメンバーが沢山い

ます。関わるメンバーがどのようなチームを形成し、その

システムをどう維持するのかという総体が学校ガバナン

スなのだと思います。事務職員は専門職員のところに入っ

ています。いろんな専門職の方々も当然それぞれの役割を

担ってこの全体を動かし、中心にあるその子どもの資質能

力の向上にも役に立っているということだと思います。同

等に、行政の現場の支援をさせていただいているという話

をしましたが、実際に、最近民間との連携や、民間活用と

いうことが当然その

学校教育の中で重要

だということが言わ

れているので、いろん

な場面で行政や学校

の先生方には相談をいただくことが増えている実感があ

ります。学校における相談ですが、テストの結果を上げた

いというのは分かるのですが、テストの結果を上げること

自体が目的ではないだろうと話を聞いていて思うことが

あります。短期的な数値に比較的に左右され、子どもはど

うしたいのかについて目標が感じられないことがありま

す。いろいろと本当に子どもたちの資質能力を伸ばすには、

どんな組織を動かしていくのかという全体像を描く覚悟

がないことと、はてなマークを浮かべながら話を聞くこと

がままあります。ガバナンスが効いていないなと正直に感

じる場面です。学校にガバナンスが求められる背景ですが、

私が感じていることが幾つかあります。１番というのは、

課題が多様化し複雑化しているということです。今学力向

上の話をさせていただきましたが、学校で得るための学力

向上だけではなく、社会性を身につけるとか、体力をどう

つけるのかとか、社会性をどう担うのか、みたいなことも

教育課程として非常に重要なテーマになっています。更に

言うとそういう多様化・複雑化した課題を解決するための

方法として、やはり先生が努力しているという状況では、

もう済まなくなってきているということです。その地域に

よる課題解決、それぞれの専門性を持った人が加わり、先

生や学校の中だけではなくて、その地域の力をどうやって

引っ張ってくるのかということが重要になってきていま

す。その関門として、成果重視があり学校で先生方に話を

聞くと、苦しんでいることがよく分かります。具体的に生

徒らに示していかなければいけない。そして一定の成果を

上げていかなければいけない。それを示すことが求められ

るということ。それから情報公開の必要。学校教育の健全

性をきちんとＰＲをしていくということ。更にいうと学校

の特色づくりとか、学校そのものの裁量が拡大していると

いう部分もあるのだろうと思います。国は目標、人、評価

を判断するけど、その中身のプロセスがそれぞれの行政や

自治体、学校が独自でやっていくということも示している

わけです。そういう新しい形の学校教育、教科書をただ教

えていれば良いという、そういう状況がない状況を特色と

して有していかなければならないということが、組織とし

てチームとしてどんなふうにそういう条件を作っていく

のかが求められています。 

追加される課題は数々あ

りますが、様々なことを国

が遂行するように、学校に

も促されているわけです。

それではどれを誰がどのよ

うな機能を持って対応していくのかということです。ここ

に専門職員としての関わり、役割というのがきっとあるの

ではないかと思います。 

以前までは穏やかな海でしたが、今は本当に概観すると

荒波になっていて、ただでさえ安全な評価をする上で、組

織が機能しないといけないという状況があると思うので

すが、この荒波を乗り越えていくためには、組織が機能し

ないといけないと思います。改めて、文部科学省が示して

いるチーム学校の議論を作業部隊の方に語られている学

校像の変化ですが、従来は鍋蓋式で学校が自己解決をする

方法でいろいろなことが行われていました。学年・学級王

国みたいな言われ方して、先生中心で、地域社会とは線が

はっきり分かれていて、事が学校の中で完結するそういう

モデルでした。今課題としてここに掲げているのは、多様

化する課題が教員に集中し、授業との共有指導に専念しづ

らい状況にあるのではないか。それからガバナンスのとこ

ろに関わりますが、主として教員のみを管理することを想

定したマネジメントになり、現場では行われているのでは

ないかということです。多少校長、副校長、教頭、主幹教
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員が縦のつながりだけで、果たしてそれで十分なのかとい

うのが今の状況なのだろうというふうに思います。これは

我々がやっている調査なのですが、1990年から行っている

調査で言うと、子どもたちの授業のキャリアは上昇してい

ます。実際学力が上がってきたのかという問題は別なので

すが、でも子どもたちが授業に非常にコミットして、先生

の授業が「解るよ」という割合がずっと伸び続けています。

また、保護者の学校評価もこれは定期的にやっている調査

なのですが、学校に対する満足度が年々高まっているとい

うような状況が返ってきたりもします。それはきちんと示

していかなければいけないのだろうと思います。１月に発

表した比率なのですが、子どもたちの能動的な学習活動が

増えていますということを紹介しています。こういう外に

対するＰＲも大事だと思いますので、できるだけそういう

ことを我々が代弁していきたいと思っています。 

しかし、うまくいって

いる部分がある一方で、

それで十分なのか、今後

も十分なのかというこ

とを考えていかなけれ

ばいけない、そういう転換点、切り替えていく転換期とい

うふうにと思います。そこでチーム学校が示すこれからの

学校組織ですが、多様化専門人材が責任を伴って学校に参

画し、教員はより教育指導や生徒指導に注力。学校のマネ

ジメントが組織的に行われる体制、チームとしての学校と

地域の連携等を強化というかたち、かなりここに参画して

いる人たちが多様になっており、いろんな立場の人がこの

組織図の中に加わってきます。かなりこの中では事務職員

というのは注目されているということで、この役割という

のが非常に重要なのだろうと思います。そして多様な人た

ちが組織の中でそれぞれの役割を遂行しながら目標を達

成していくということをこれからはやっていかなければ

いけないという観点で、縦のそれぞれの役割をきちんと考

えながら動くというガバナンスが重要なのだと、そういう

局面にあるという理解をしていただけるよいと思います。

同時に付け加えると、ちょっとくどいようですが、横の関

係性、平等性も重要です。重要ですが、でもガバナンスも

重要なのだというそういう認識を持っていただけるとよ

いかなと思います。 

それでは、素朴な疑問ですが「事務職員って何をする

人？」どんな機能、役割を担う人なのでしょうか。これは、

私が「こんな人です」というのではなく、皆さんそれぞれ

が是非考えるべき問題なのだろうと思いますし、考えた上

で周囲に発信していくということが必要なのだと思いま

す。今本当にその転換期にあると思います。私が、冒頭に

学校経営の専門家ではありませんという話をちょっとし

たのですが、正直な話をすると、今年、紹介いただいたよ

うに事務職員の先生方にお話をさせていただく機会があ

り、それ以降、このように事務職員の先生方と直接対話さ

せていただいたり、ほかのところに呼ばれて、もう少しグ

ループワーク的なことも研修をさせていただいたりして、

お話を伺う機会が増えたのですが、正直今年に入ってそう

いう活動をする場面は事務職員の方々がどういうお仕事

をされているのかということを十分に知りませんでした。

先生方がいらっしゃるということは知っていましたが、そ

れと社会的にも十分に認知をされていなかったり、保護者

の方々にも十分に認識をされていなかったりする部分が

あるのかもしれないと思います。そういう状況の中で、事

務職員をその役割と機能の専門性を明示していくという

ことが重要だという意味でいうと、この大きな根本的な疑

問をきちんと考えて提案を提示していくことが大事だろ

うと思います。 

２月に報告させていただく前段階で、事務職員の方々に

こんなアンケートをしていますということを教えていた

だいた調査の結果です。「学校ガバナンスについてどんな

支援が重要だと思いますか？」というのを事務職員の先生

に聞いた結果です。事務職員の方が回答している答えです

が、学校経営の透明性や公開性（保護者、地域への説明責

任）ばかりが事務職員として重要視しているのではという

ふうに考えているということです。これは半数おります。

それから保護者の連携はどこまでできているのかという

のも調査がされております。地域の表示、環境整備、この

環境整備はどの程度で見たのかというのはちょっと分か

らなかったのですが、安全・安心の確保というようなこと

です。このようなものは保護者や地域が協働して行ってい

ますという回答なのですが、下のほうで目標作りとか学校
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経営の参加というのは保護者の方々や地域の方々が入っ

てくるということは、まだなされていないのだなというこ

とがこのデータからは分かります。違う立場の人が全体で

物事を組織的に行っていくときは、共通の目標というのが

やはりすごく重要で、目標でつながるという、そういうこ

とです。でも保護者や地域とはまだちょっと十分そこまで

は至ってないのかなということを事務職員の方々は思っ

ているというところです。「実際に地域との連携はどこま

でできているのか？」ということで、地域の連携する係の

人が校内文書に明記されているかとか、仕組みとはコンプ

ライアンス体制作りがすすめられているかということを

進めていないというのが半数いる結果にもなっています。

多様な人だったが参画し、関わってなければいけない中で、

まだ十分とは言えないというところも、もしかしたらある

のかなということを感じさせる、そういう結果でもありま

す。このパート、ちょっとまとめておきたいと思うのです

が、学校ガバナンスを課題として感じることです。もしか

したら、できているというところもあるかもしれませんが、

全体的な感じで印象を申し上げると、目標が皆さん共有を

されていない可能性があるのではないか。当然それぞれの

学校が学校教育目標というのを掲げていると思います。た

だそこに対して、保護者とか地域を巻き込んでいるのか、

目標を共有して、そういう子どもたちと育てて行こうとい

う同意のもとに進んでいるのかというと、もしかしたらそ

うではないというのがあるのかもしれないということ。そ

れから地域の課題解決も体制が不十分と書くとちょっと

言い過ぎだなと思うのですが。保護者の参画であるとか地

域連携の仕組み、コンプライアンス体制づくりみたいなと

ころは、まだ事務職員の先生方も、十分とは感じられてい

ないと思います。それから教員中心の組織という話をしま

したが、そうではない転換点において複雑な課題に対応す

るため、それぞれに役割を担わなければいけないというと

きに、それぞれがその機能をきちんと明確に認識して、チ

ームとして動けているのかというその機能の協力感が課

題なのではないかと感じます。それから最後、成果指標の

設定の難しさと話ましたが、成果が求められる世の中では

あるのですが、教育成果って数値で元々図るのが難しい部

分はあります。私の立場でそういうことを言うのはちょっ

とはばかられるところもあるのですが、ただ短期的にこの

数値を伸ばせばいいというわけではなくて、やはり将来に

わたって、子どもたちがどういうふうに活躍をしているの

かということを考えた時に、もっと長期的な視点を持たな

ければいけないということを感じたりします。そういうそ

の成果指標がなかなか設定するのが難しいという現実が

あります。でもある程度は決めていかなければいけない。

その中で事務職員の皆さんがどんなことができるのかと

か、それから周囲から事務職員にどんなことを期待するの

かといったことが、まさに求められているそういう段階な

のだろうと思います。ここまでが学校ガバナンスについて

のお話です。 

あと少しだけ、「事務

職員が何をすべきか」と

いうことを、是非皆さん

考えていただくそうい

う時間にしたいと思い

ます。改めて学校事務職員が何をするかということですが、

皆さん10年後どんな仕事をしていますか。中には10年後は

退職していませんという方がいるかもしれませんが、それ

だけではなく事務職員ならどんな仕事をしていると、10年

後いいかなあというところを一緒に考えていただけたら

と思います。今の延長線上にある10年後を予想するのか、

いやそうではないと、劇的な変化がある10年後を予想する。

やはりこれは予想するだけではなくて、実際にそういう役

割を獲得していくということでもあると思うのですが、事

務職員の方々の仕事内容が大きく変わっているっていう

10年後なのか、成り行きに任せる10年後なのか自らがＰＲ

しながら、仕事内容を広げていくそういう10年後なのかと

いうところです。10年前はたぶんポケットにスマホがある

ということ自体が、当然想像できなかったわけで、今情報

摂取の多くをそういった携帯電話とかスマホにたよる行

動パターンを取り今日この会場に来させていただくとき

も、もう地図見ずにスマホで検索してきたりもします。そ

ういう行動そのものが変わったということがあります。 

本当に10年間という区切れを一つ置きましたが、やはり

よい方向に変化をさせていくということが求められます。

世の中的には、今ある職業が、未来はなしとか言われたり
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していて、これはオックスフォード大学の先生が計算した

結果ですが、10年から20年後の702種目種の47パーセント

が人工知能やロボットに代替されると予想としているそ

んな研究があります。それを日本であてはめたら、同じ計

算式で野村総合研究所が計算したところ、諸外国よりも日

本の知能のほうが代替される割合がちょっと高かった結

果が示されています。ただ、それこそ産業革命以降ロボッ

トや機械に人の仕事が代替されていくことは、今までもず

っとあった歴史です。当然便利なものを摂取して、社会を

便利に豊かにしていく、それで仕事そのものは変わるけど

も、なくなったりはしないのだと思います。それでこうい

う状況に併せて我々の仕事、先生方の仕事をどう変えてい

くのかということが重要に思います。人工知能は、確実に

進化はしていると思います。ロボットが東大に入れるかと

いう東ロボのプロジェクトというのを国立情報学研究所

というところがやっており、東大の模擬試験の入試問題を

ロボット（人工知能）に解かせるようなそういう取り組み

です。これ去年のそのシンポジウムの結果、成果なのです

が、このロボットの偏差値58のところまできたと。まだ東

大に受かるというレベルではないが、8割ぐらいの大学で

は合格するぐらいのレベルに達しています。人工知能は進

化しているということです。しかしロボットは、その状況

に応じた判断・理解をしながら、物事を進めていく力って

いうのは、十分にはまだできない。機械的に情報を摂取し、

分類する計算するみたいなのは得意なのだが、でもこの人

間臭い、人間的なジャッジはできない。それが我々の仕事

の中で、何が大切なのかということを何となく暗示してい

るように感じます。同時に何が機械に任せて効率化させれ

ばよいのかということを暗示しているようにも感じるわ

けです。学校の中にロボットが入ってきても、きっとその

教育の目標であるとか、事務職員の先生方なら発破しなが

ら状況を理解してそのやり残した仕事を遂行していくと

いうことは、まだロボットにはできないということです。

その東ロボくんプロジェクトの代表委員の先生がこんな

談話をしているのですが、東ロボくんの答案を採点した英

語の先生が、そのロボットの回答を見て世界史を理解しよ

うともせず、ただ教科書を丸暗記している論点を狙ってく

る受験生の答案に似ているということでした。つまり東ロ

ボくんのような答えを書いて、入学してくる受験数が相当

数存在するということです。人が機械より優れているのは

意味を理解して問題解決を図るということが出来るとい

うことです。意味を理解することを好機し、単なる暗記に

走れば、機械が勝るのは時間の問題ということです。これ

我々の仕事にとっても決まったことを決まったようにや

るだけではなくて、その中で何を付和するのかとか、やは

り今の状況で求められるのは何なのかをジャッジしなが

ら仕事していかなければならないだろうと思います。同時

に高校生にはこういう話をするのですが、子どもたちにも、

ただの丸暗記ではなく、いかに問題解決をするための力を

思考していくのかということを、見直すという話をさせて

いただくこともあります。社会というか環境はやはり変わ

っていきます。その中で何が必要なのかということをジャ

ッジしながら、その文脈を読み取りながら、仕事を振り返

らなければいけないということです。子どもにそういう話

をするということと絡むのですが、子どもたちが生きる未

来を考えたときに、少しでも中長期的な視点が大事なのだ

と思います。きっと子どもたちが40代50代、今の私たちと

同じぐらいの年代になっている頃には、グローバル人材と

いうことが盛んに言われていますが、今の子どもたちが活

躍する頃は人工知能が進化して、人間の能力を超えるとい

ったようなことが言われてもします。それでコンピュータ

ーと付き合って、コンピューターどう活用するかというこ

とが重要な世の中になってくるということも予想されま

す。それが今の私たちにはどんなリアルなのかというのは

正直言うと分かりません。分かりませんが社会がもっと変

化する中で、子どもたちが活躍していかなければいけない

という、そういう子どもたちを学校全体、それだけではな

くて社会全体で我々も含めて、育てるということを考えな

ければなりません。 

社会は変わっていきま

す。今、これは国の審議

の中で言われている、キ

ーワードです。今後生産

人口が減少します。少子

化がますます進んで、人工知能の活用するようになってく

るだろうと国がこれから教育改革を進めていく前提とし
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て言ってきます。これはその通りなったら分かります。そ

の中で育てる力を変えなければいけないということを言

われているわけです。対話や考えを共有しながら主体性を

持って人生を切り開いていく力は重要であるということ

を言っています。必要な努力は三つあると。知識、技能だ

けではないと。これはたぶんロボットが強いところだと思

うのですが、それだけではなく、思考力、判断力、表現力、

知識・技能をどう使うかというところは重要であり、更に

は資質や態度というふうに呼ばれるような、主体性を持っ

て多様な人々と、協働して学ぶ態度が重要だ、この三つが

学力なのだということが言われています。これを、方向感

を知れば全くその通りになると思います。知識技能だけを

持って学力ということがないように。40年後、50年後、100

年後を考えた時には、こういう仕方が大事なのだというこ

とです。 

それで、目標を変えたら学び方を変えなければいけませ

んよというのが、アクティブ・ラーンニングというふうに

言われていることです。今までのモデルから、これからは

今までのモデルにプラスして、今までの部分変えずに更に

プラスオンということです。授業は厳しいというか、大変

なところとを学校実現していかなければなりません。更に

言うと入試改革が行われる。目標を変え指導を変えたら、

その指導に合わせた評価を変える。これは国が言いってい

る全体のビジョンになります。それで2020年にセンター入

試をやめて大学入学希望者が努力評価テストを投入する

というようなことを聞きます。多様な評価をしようという

ことを言っています。高校時代の学習の成果を示していく

ことが求められています。教科書的にまとめる事柄です。

教科書的にまとめる教育改革のポイント。目標指標評価全

部書くっていうのは、要するにもうOSそのものを変えてし

まおうというのが今回の教育改革の大きな方向性ですし、

それは特定の交渉からだけではなくて、幼稚園、保育園も

学びに向かう力という多様な力が重要だということが言

われています。その中で育成するべき力は三つ、先ほど申

し上げたとおり。そして、実現する方法として、アクティ

ブ・ラーニング、指導方法を変えたり、社会に開かれた教

育課程、学校だけの理想図でそれを実現するのは難しいの

で、社会に開かれるということを求められたり、入試改革、

評価も入るということが言われています。まさに洗脳され

た教育改革と書きましたが、教育そのものが大きな改革期

にあるということです。少しの長いスパンから今教育改革

の方向感に関してのお話をさせていただきましたが、この

中で、チーム学校として事務職員の皆さんがどのように仕

事を行っていくのかということが、今、まさに問われてい

るということです。チーム学校の中では、現在の職務だけ

でなく、専門性を生かしながら校長を学校経営の補佐をす

るという、学校経営チームの一員としての役割を謳歌する

ことが期待されると言われています。これは国の方針なの

で、皆さんがどう感じられるかとか、どのように作ってい

くのかというところも重要だと思うので、参考にと思いま

すが。それでこういう転換期において、今まさに求められ

ているのは、皆さんの専門性ではないかと思ったりもしま

す。専門性が高いので今までにない、これだけ教育が変わ

っていこうとする中でどういう役割を担っていくのかと

いうことを考えて、実現していくことが今まさに求められ

ていると思います。 

そんなことを考えて今日の振

り返りですが、ガバナンスにつ

いてどういうこと知っています

かということを考えてきました。

改めてどんな学校でどんな気分

になって、その中でどんな仕組みや決まりを整えていきな

がらそれを世の中にも公開して、成果を上げていくのかと

いったことが重要だと思います。学校職員の機能を考える

という意味と、チーム学校という枠組みの中でどんな拡大

すべき機能があるのかということ、その機能を広げるため

に具体的にどうしていったらいいのかということを考え

ていただければよいと思います。グループワークなしで是

非学校に帰って、先生方と話していただきたいと思います

し、今日きっとお仲間の先生同士が久しぶりに集まってい

ただいたと思いますので、この会が終わったら、どこかで

飲みながら、この議論を是非していただけるとよいのでは

ないかと思います。 

以上、今日三つについて、冒頭から振り返ると少し企業

統治の話をさせていただき、学校の現状が変わるときガバ

ナンスは十分かという話をさせていただき、最後に事務職



- 11 - 

 

員として何をすべきかを考えてというパートで今日お話

をさせていただきました。改めて最後に、ガバナンスの意

味自体も少しずつ変わり始めていると思います。校長をリ

ーダーシップにした縦のガバナンスはもちろん重要では

あるのですが、横の同僚性をどういうふうに学校の中で培

っていくのかということも非常に重要で、ガバナンスとい

う言葉の扱い方が、例えば以前だと統治、企業統治などが

言葉で語られていたのですが、今は共治というような略語

が出たりすることがあります。ガバナンスの意味もその組

織とか社会を管理するメンバーが、瞬間的に同意していく

目標に向かって役割を担ってチームで解決していくとい

う状況が求められるという意味で、是非その共治というこ

とを実現していただけるといいのかなと思います。 

私の話は以上になりますが、是非子どもたちのために学校

をよく変えていくドライバーとなり、人と人とをつぐハブ

となって先生方により活躍していただくことが、未来のた

めに担っていくと思いますので、是非ともよろしくお願い

します。

○ 間から見た「教育」として、学校に近いところから見られ

ている点でも、面白いお話でした。学校の中にいる「異質
な機能」を持つ、事務室の在り方を考えさせられました。

○ ガバナンスについてわかりやすく解説して頂き、また一

般企業を例に組織や各部門の役割を通して学校に置き
換えればどういうことなのかを説明して頂いて、難しく考
えていたことがなんとなく理解できたような気がします。

○ 大変参考になりました。思考の仕方や、自分が何を目標

にするのか、というのを考える方法を教えていただきまし
た。今後自分の職務に役立てたいと思います。

特に、組織で何かを行うことの難しさ・大事にすべきこと
が、私にとっては改めて教わることがなかったので、参
考になりました。このことを胸に、今後も定期的に今回

のスライドを読み返しながら仕事をしたいと思います。

＜アンケートより＞

 

◆ 第 1 分科会 

第１分科会では、長期

ビジョンの（とびうめマ

ップ）の具体化－実践へ

つながるヒントやって

みよう！－というテー

マのもと、3本の実践報

告と研究特別委員による

解説・問題提起がありま

した。 

 実践報告は、カリキュ

ラムマネジメント関係や

校納金システムの改善、

事務職員がめざす方向性とそれぞれが違う切り口での報

告で、「何かやってみよう」といった前向きな感想が聞け

ました。 

また、対談方式のトークは、新しい取り組みとして興味

を持って参加できました。」と、好評でした。 

○ どの実践も「とびうめマップ」の具現化につながってい
て、学校現場に学校事務職員がいるからこそ改善でき
た事例だと感じた。
自治体によっては、学校で裁量可能な部分があまりな
く、それだけで、学校事務職員が働きかけできる部分は
ないと思考停止に陥ってしまいがちだが、紹介された事
例を参考に、少しでも子どもたちの学習環境が良くなる

ような気付きや、私たちが学校現場にいる意義を見出せ
るような気付きにつなげていきたい。

○ 個人での実践を３つ聞くことができました。大きなヒントを
もらえた気がします。しかし、どうしても属人的な取組
だったように思います。それぞれの地域や共同実施で
の組織的な取組になると、継続的・組織的な実践にな
り、誰が赴任してもできるようになると感じました。「組織
的に継続性を持って」ということは、大分県でも課題です
ので考えていくためのきっかけをいただきました。ありが
とうございました。

○ どちらの実践報告も、発表内容が分かりやすくまとめて
あり、すばらしいと思いました。
最後の解説・問題提起の時間では、お二人の対談形式
という新しい試みでした。見ていて興味深かったです。人
数を増やして、もっといろいろな意見を聴くことができた
ら、さらによかったと思いました。

＜アンケートより＞

 

◆ 第 2 分科会 

第 2 分科会では、業務

改善と教育委員会連携

－将来の事務職員像に

ついて考える－という

テーマで、問題提起と

して福岡県長期ビジョ

ン「とびうめマップ」、事例報告として春日市の報告、最

後にグループに分かれた小グループ研修がありました。 
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 小グループ研修では、い

ろんな地区の事務職員と話

が出来て良かったという感

想もあり、少ないながらも

盛り上がった研修でした。

○ 同じグループ内での話に花が咲きました。意識の高い
方々が多く、「話を聞くより自分が話していく方がやっぱ
りいい」とにこやかに終えることができました。しかし、意

識が高い分、自分のやってきたことアピールが多く、
テーマでの話し合いというよりは、雑談部分（一人の人

が思いつくまま話すこと）が多かったので、上手く研修で
きたかどうかはあいまいでした。みなさん、いろんな事務

職員と交流したがってるんだなぁと感じました。
○ 自分が学校でたいしたこと出来ていないなぁ、もっとすご

いことをしなければいけないのかなぁ・・・と悩んでいまし
たが講義を伺って私も意外と頑張っている！このままの

やり方で生徒や先生の為にしていることを続けていけば
いいのかな！と思えました。実践のお話だったので、と

ても身近で考えることが出来て楽しかったです。ありが
とうございました。

＜アンケートより＞

 

 

平成 28 年度 全事研セミナー報告 

 

平成 29 年 2月 17 日（金曜）に、東京都北区の北とぴあに

て全事研セミナーが開催されました。 

文部科学省行政説明 

文部科学省初等中等教育局財務課  

課長 矢野 和彦 氏 

我が国の学校の実像について先ず話があり、日本の学校は、

世界で特殊な学校であるとの説明がありました。学校の実

像として、「子供の貧困対策に関する大綱」のなかで、学

校を子供の貧困の対策のプラットフォームと位置づける

ことが、今後主となることの話がありました。また、学校

の役割として、学校の役割の拡大に伴い、「大きな学校」

としての位置づけることや学校の業務の適正化に向けた

業務改善プロジェクトの話、学校の課題として、急激な情

報化やグローバル化に伴う

学習指導要領の改善につい

てありました。 

次世代の学校創世ということで、「学校充実法案」の説明

のなか、教職員定数の話や事務職員の職務規程の一部改正

の説明がありました。事務職員の職務規程については、「事

務を従事する」から「事務をつかさどる」と改正され、定

数に大きく関わってくる旨の話がありました。 

講義Ⅰ  

「地域特性を生かした学校運営協議会のつくり方」 

～類型化から見るその特徴と成功のポイント～ 

特定営利活動法人スクール・アドバイス・ネットワーク 

理事長 生重 幸恵 氏 

自己紹介で、PTA 活動から出発し、子どもたちの教育活

動の支援をとおしての「地域活性化」を目指して、近隣学

校の PTA 会長経験者とともに現在の法人を設立、以降代表

を務めながら、文部科学省中央教育審議会の委員をはじめ、

国のいろんな委員を兼任していることの話がありました。 

その後、日本社会の問題点をとおして、今後の変化につ

いて話やコミュニティ・スクールやキャリア教育について、

実例を交えて説明がありました。また、事務職員の関わり

も各所に実践的な内容が盛り込まれており、参加者から参

考にしたいという感想が聞かれました。 

講義Ⅱ 

「学校と地域の連携・協働に果たす事務職員の役割」 

新潟大学教職大学院 准教授 雲尾 周 氏 

現在、雲尾氏が生活している地域のことを例に挙げ、学

校と地域の連携・協働について話がありました。 

冒頭、「地域の力」の基礎として、「向こう三軒両隣」を

持ち出され、遠くの親戚よりも近くの他人と言われるよう

に大事であること、地域のすべてのものが地域資源となる

こと、それが地域の教育力であり、そして、学社連携では

なく学社融合をすすめることにより、一方向の学びから、

双方向の学びへお互いのメリットを確認していかなけれ

ばいけないとのことです。そのためには、「学校を核とし

た地域づくり」を推進していくことが大事であり、その後

コミュニティ・スクールの姿として推進し、「地域学校協

働本部」に発展させていくことの提言がありました。 

また、チーム学校と地域連携として、専門性に基づくチ

ーム体制の構築や学校のマネジメント力強化として、事務

機能強化や事務体制の強化としての事務職員の役割の重
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要性の説明がありました。 

最後に、学校は地域の一部であることの話で締めくくら

れました。 

※5月の支部代表者会で、セミナーの報告予定です。 

 

北九州市立学校事務研究会研究大会 

 

平成 29 年 1 月 27 日(金曜) 北九州市立教育センターに

て、第 10 回北九州市立学校事務研究会研究大会が開催さ

れました。 

 大会テーマを「教育を豊かにす

る、新たな学校事務の創造」とし、内

容としましては、教育長講話と行政

説明、研究発表、グループワークと

盛りだくさんな内容でした。 

今年 4 月からの「県費負担教職員

の給与負担等の権限委譲について」

の行政説明では、３手当の認定権が

教育委員会に移ることにより、事務職員の仕事から給与関係

がなくなることで、仕事内容が大きく変わってくることを北九州

市外の事務職員ははじめて聞き、衝撃を受けたようでした。 

また、研究発表として「学校経営参画レシピ」が紹介され、

急速に変化する社会情勢に、学校が果たす役割の重要性と

事務職員に求められる変化に対してどのように取り組んでいく

かを模索する、とても興味ある取り組みでした。 

グループワーク（ワールドカフェ）では、「学校経営参画への

第一歩」というテーマで、参加者が市外・県外と混じり合ったな

か、経験年数の違いを忘れさせる活発な討議が繰り広げられ

ていました。 

はじめの教育長の挨拶でも、事務職員に対する期待の大き

さを感じるものでした。 

来年度８月に開催される全事研京都大会では、分科会を受

け持ち、発表します。興味のある方は、参加してみませんか。 

 ○第 49 回全国小中学校事務研究大会 

   期間 平成 29 年 8 月 2 日（水曜）～4 日（金曜）    

会場 ロームシアター京都 

分科会開催日 平成 29 年 8 月 3 日（木曜）  

                （分科会会場：みやこめっせ） 

来年度の予定

H 29 5 23 (火) 拡大研究推進委員会

（評議員会・支部代表者会）

H 29 6 23 (金) 支部研究担当者研修会

（第19回総会）

H 29 8 2 (水) 全事研京都大会（～４日）

H 29 12 15 (金) 第20回研究大会

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今回の会報は、昨年度と同様に研究大会の記事を中心に掲

載しました。今回の研究大会は、例年どおりの開催になりまし

たが、講演の内容が多く、長いものになってしまいました。全

事研セミナーにつきましては、支部代表者会にて報告をさせて

頂きますので、支部代表者の方に、詳しい内容をお聞き下さ

い。 

◇今回、前回案内していました北九州市の研究大会の参加報

告を掲載しております。4月からの権限委譲に伴い、北九州市

外からの参加者も非常に多かったように思えます。来年度も開

催の予定があります。次号にて詳細につきましては掲載します

ので、興味のある方は参加してみませんか。 

◇来年度の福事研第 20回研究大会は、12月 15 日（金）に

開催されます。本年度は、11 月開催で学校行事等の関係で

参加者が少なかったような気がします。是非とも予定に繰り込

んで頂き、多くの参加をお待ちしています。 

（文責 辺春） 


